
ゲ ッ ケ イ ジ ュ

16キャンパスの樹々

一
九
二
五
年
一
一
月
二
九
日
、
同

志
社
創
立
五
十
周
年
記
念
に
ク
ラ
ー

ク
記
念
館
玄
関
前
（
向
か
っ
て
右
）

に
植
樹
さ
れ
た
。

植
樹
に
立
ち
会
っ
た
の
は
、（
右

上
の
写
真
に
従
っ
て
左
か
ら
順
に
言

え
ば
）
海
老
名
弾だ
ん

正
じ
ょ
う

（
総
長
）
、

D
・
W
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
高
橋
元も
と

一

郎
、
中
島
重
じ
ゅ
う

、
岩
井
文
男
の
五
人
で

あ
る
。

植
樹
者
の
一
人
に
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が

抜
擢
さ
れ
た
の
は
、
お
り
し
も
来
日

五
十
周
年
、
金
婚
式
、
喜
寿
の
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
た
か
ら
で
あ
る
。

帰
米
は
こ
れ
よ
り
三
年
後
で
あ
る
。

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
修
復
工
事
に
伴

い
今
回
、
建
物
周
辺
の
キ
ン
モ
ク
セ

イ
や
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
と
共
に
同
志
社

び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
一

時
的
に
移
植
さ
れ
た
（
左
上
の
写

真
）。
二
〇
〇
七
年
に
は
元
の
場
所

に
復
帰
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ク
ラ
ー
ク
記
念
館
時
代
に
は
周
辺

の
樹
木
に
圧
倒
さ
れ
て
目
立
た
な
か

っ
た
が
、
実
は
二
本
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
一
本
は
移
植
に
耐
え
な
い
の
で

今
回
、
処
分
さ
れ
た
。
移
植
さ
れ
た

も
う
一
本
も
根
の
傷
み
が
激
し
い
。

が
、
新
し
い
芽
吹
き
も
見
ら
れ
る
の

で
水み
ず

枝え

に
期
待
し
た
い
。

傍
の
記
念
碑
の
文
言
は
「
言
こ
と
ば

は
神

な
り
」
で
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

（
一：

一
）
か
ら
採
ら
れ
た
。

こ
の
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
の
植
樹
は
、

「
雲
の
柱
会
」（
中
島
重
会
長
）、「
襄
ヨ
セ
フ

会
」（
末
光
信
三
の
ぶ
ぞ
う

会
長
）、「
校
庭
を

愛
す
る
会
」
（
高
橋
元
一
郎
会
長
）

の
三
団
体
が
共
同
で
企
画
し
、
経
費

（
七
円
四
十
銭
）
を
分
担
し
合
っ
た
。

こ
の
樹
と
対
に
な
る
形
で
玄
関
に

向
か
っ
て
左
に
ニ
レ
の
樹
を
新
島
八

重
と
M
・
F
・
デ
ン
ト
ン
が
植
え
た

が
、
枯
死
し
た
の
か
、
今
は
な
い
。

本
井

康
博

（
同
志
社
社
史
資
料
室
）

同志社びわこリトリートセンターのゲッケイジュ

植樹式


